
特集・ボランティア

35 大学と学生　2010.3

「
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
大
学
Ｖ
Ｃ
）」
は
、
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
専
門
部
署
と
し
て
大
学
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。

（
特
）
ユ
ー
ス
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
全
国
の
大
学
Ｖ
Ｃ
の
実
態
把
握

を
目
的
に
、
昨
年
、
全
国
一
一
五
三
の
大
学
・
短
期
大
学
を
対
象
に

「
全
国
に
お
け
る
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
実
態
調
査
」
を
実

施
し
、
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
調
査
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。

�

大
学
Ｖ
Ｃ
誕
生
の
背
景
と
ね
ら
い�

―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
持
つ
教
育
力
へ
の
注
目
と
期
待

大
学
Ｖ
Ｃ
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
。
こ

こ
十
数
年
の
間
で
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
（
図
１
）。
現
在
は
、

一
三
三
大
学
・
短
期
大
学
一
一
八
か
所
で
設
置
さ
れ
て
い
る

（
二
〇
一
〇
年
二
月
現
在
、
ユ
ー
ス
ビ
ジ
ョ
ン
把
握
分
）。
増
加
の
要

因
と
し
て
は
、
一
九
九
五
年
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
、
関
心
を
も
っ
た
り
、
活
動

に
参
加
し
た
り
す
る
学
生
が
増
加
し
た
こ
と
、
大
学
教
育
に
お
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
教
育
力
が
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題

全
国
に
お
け
る
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
実
態
調
査
よ
り

赤 

澤　

 

清 

孝

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ユ
ー
ス
ビ
ジ
ョ
ン
代
表
）

●
事
　
例
●
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れ
る
。

一
方
、
政
策
的
な
動
向
で
は
、
二
〇
〇
二
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た

中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
青
少
年
の
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
等
推
進

施
策
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
大
学
教
育
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教

育
政
策
が
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
の
文
部
科
学
省
の
事
業
「
特
色
あ
る

大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
Ｇ
Ｐ
）」
や
「
現
代
的
教
育
ニ

ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）」、
ま
た
、
二
〇
〇
八
年

度
か
ら
の
「
質
の
高
い
大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
教
育
Ｇ
Ｐ
）」

等
も
、
近
年
の
大
学
Ｖ
Ｃ
設
立
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
施
策

だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
体
験
を
取
り
入
れ
た
学
生
参
加

型
教
育
な
ど
、
大
学
Ｖ
Ｃ
の
取
り
組
み
や
セ
ン
タ
ー
設
立
の
き
っ
か

け
と
な
る
取
り
組
み
が
多
数
採
択
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
。

大
学
Ｖ
Ｃ
の
設
置
目
的
は
、
大
学
ご
と
に
異
な
る
が
、
多
く
は
大

学
の
建
学
理
念
に
そ
っ
た
教
育
的
な
意
義
、
大
学
の
地
域
（
社
会
）

貢
献
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
育
研
究
機
関
で
あ
る
大
学
が
学
生
の
学
び

や
成
長
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
は
当
然
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
地
域
社
会
の

一
員
で
あ
る
大
学
が
社
会
責
任
を
果
た
す
た
め
、「
地
域
に
開
か
れ

た
大
学
づ
く
り
」「
地
域
社
会
に
支
持
さ
れ
る
大
学
」「
地
域
貢
献
」

を
掲
げ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
行
う
と
い
う
流
れ
も
あ
る
。

図１　設立年度別大学VC数
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セ
ン
タ
ー
の
名
称
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
室
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル

ー
ム
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
前
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、

学
生
が
主
体
で
設
立
・
運
営
し
た
セ
ン
タ
ー
は
、「
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称
が
比
較
的
多
い
。

大
学
Ｖ
Ｃ
を
設
置
す
る
大
学
の
姿�

―
大
学
Ｖ
Ｃ
の
特
殊
性

大
学
Ｖ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
大
学
に
つ
い
て
、
実
態
調
査
の
結

果
を
も
と
に
見
て
い
こ
う
（
回
答
数
六
五
セ
ン
タ
ー
）。
ま
ず
、
設

置
者
別
で
は
、国
立
六
・
二
％
、公
立
四
・
六
％
、私
立
八
九
・
二
％
と
、

九
割
近
く
が
私
立
大
学
で
あ
る
。
続
い
て
、
大
学
の
規
模
別
で
は
、

五
割
弱
が
「
一
〇
〇
一
人
～
五
〇
〇
〇
人
」
の
小
規
模
大
学
が
占
め
、

次
に
「
一
〇
〇
〇
一
人
以
上
」
の
大
規
模
大
学
（
二
三
・
一
％
）
が

続
く
。
さ
ら
に
、
設
置
学
部
の
割
合
を
見
る
と
、
文
学
系
が
最
も
多

く
、
福
祉
系
、
教
育
系
と
続
き
、
対
人
援
助
や
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
学
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
大
学
に
比
較
的
多

い
傾
向
に
あ
る
が
、
規
模
や
設
置
学
部
の
種
別
で
は
、
目
立
っ
た
特

徴
は
見
ら
れ
な
い
。

学
内
の
設
置
体
制
を
み
る
と
、「
学
長
直
結
型
」
が
二
四
．
六
％
、

図２　学内の組織・機構においてのセンターの位置づけ
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「
学
生
課
・
学
生
部
系
」
が
三
二
・
三
％
、「
教
務
部
・
教
学
課
系
」

が
九
・
二
％
と
続
く
（
図
２
）。
設
置
形
態
も
様
々
で
あ
り
、
従
来
か

ら
あ
る
他
部
署
（
業
務
）
と
比
べ
、
特
殊
な
部
署
と
い
え
る
。
そ
の

特
殊
性
の
理
由
と
し
て
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
活
動
）」
が
、
学
内

で
様
々
な
と
ら
え
方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と
、
地
域
と
の
関
わ
り
や

連
携
の
場
面
が
多
い
こ
と
、
大
学
Ｖ
Ｃ
の
実
践
の
蓄
積
が
少
な
く
参

考
事
例
が
乏
し
い
こ
と
等
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
と
し
て
も
、

担
当
職
員
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
、
模
索
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

大
学
Ｖ
Ｃ
が
行
う
事
業�

―
標
準
的
な
事
業
と
特
徴
的
な
事
業

大
学
Ｖ
Ｃ
の
事
業
内
容
や
実
施
割
合
に
つ
い
て
は
、
図
３
に
示
し

た
。
現
状
で
は
、「
⑴
情
報
収
集
提
供
活
動
（
九
三
・
八
％
）」「
⑵
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
活
動
（
八
六
・
二
％
）」「
⑶
資
源
提
供
活
動

（
八
一
・
五
％
）」
の
上
位
三
つ
が
、
現
在
の
大
学
Ｖ
Ｃ
の
標
準
的
な

事
業
と
い
え
そ
う
だ
。
こ
の
三
つ
の
事
業
を
詳
述
す
る
。

「
⑴
情
報
収
集
提
供
活
動
」
と
は
、
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
情
報
を
受
け
付
け
、
学
内
掲
示
板
で
の
掲
示
や
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
で
の
発
信
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
の

図３　大学VCの事業内容

ここで示している事業内容の 10 分類は、興梠寛「学生の自主的活動を支援する」、財
団法人内外学生センター『大学とボランティア』2001 年、129 ページの「ボランティ
アセンターの活動内容」を参考に、筆者らが加筆修正を行ったものである。
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情
報
提
供
な
ど
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
発
信
す
る
事
業
で
あ

る
。情

報
の
受
付
に
関
し
て
は
、
学
生
を
送
り
出
す
機
関
と
し
て
、
リ

ス
ク
が
あ
る
活
動
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
活

動
を
紹
介
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
だ
。
具
体
的
な
対
応

策
と
し
て
団
体
登
録
制
度
を
設
け
た
り
、
情
報
受
付
の
規
定
を
定
め

た
り
す
る
大
学
も
あ
る
が
、
規
定
は
な
く
担
当
者
・
責
任
者
の
判
断

で
受
け
付
け
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
担
当

者
・
責
任
者
自
身
に
は
、
あ
る
程
度
の
基
準
を
持
っ
て
判
断
し
て
い

る
も
の
の
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
定
め
る
段
階
に
な
い
こ
と
、
寄
せ
ら

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
が
多
様
で
あ
る
た
め
規
定
と
し
て
整
理
で

き
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
企
業
等
の
営
利
団
体
か
ら
の
依
頼
、
個
人
（
障
が
い
者
当

事
者
や
家
族
な
ど
）
か
ら
の
依
頼
、
有
償
の
活
動
（
交
通
費
・
食
費

等
の
実
費
を
超
え
る
活
動
）
へ
の
対
応
状
況
は
、
四
割
前
後
で
あ
っ

た
。

「
⑵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
活
動
」
は
、
Ｖ
Ｃ
運
営
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
地
域
の
機
関
や
組
織
と
交
流
・
連
携
す
る
事
業
で
あ
る
。
学

外
と
の
交
流
や
連
携
の
機
会
が
多
い
大
学
Ｖ
Ｃ
の
一
つ
の
特
徴
で
あ

る
。

「
他
大
学
の
Ｖ
Ｃ
」
と
の
関
わ
り
で
は
、
他
大
学
と
「
情
報
交
換
や

課
題
な
ど
を
話
し
合
え
る
関
係
が
あ
る
」
大
学
が
半
数
で
、
学
内
の

他
部
署
と
分
か
ち
合
い
に
く
い
内
容
等
に
つ
い
て
連
絡
や
相
談
を
し

て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
二
五
％
は
「
全
く
関
わ

り
が
な
い
」
と
孤
立
し
て
い
る
大
学
Ｖ
Ｃ
も
あ
る
。

次
に
「
地
域
の
支
援
機
関
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
）」
と

の
関
わ
り
で
は
、「
ま
っ
た
く
関
わ
り
が
な
い
」
大
学
Ｖ
Ｃ
は
わ
ず

か
六
％
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
や
団
体
に
つ
い
て
互
い
に
問
い

合
わ
せ
で
き
る
関
係
が
あ
る
」
大
学
Ｖ
Ｃ
が
八
割
に
上
っ
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
情
報
の
見
極
め
や
判
断
を
す
る
時
に
は
心
強
い
。

上
記
以
外
の
「
地
縁
団
体
」「
地
元
の
商
店
」「
企
業
」「
小
中
学
校
」

「
施
設
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」「
行
政
」
と
の
関
わ
り
は
、「
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
、
送
り
出
し
て
い
る
」

と
い
う
つ
な
が
り
が
大
半
を
占
め
る
。
様
々
な
組
織
に
お
い
て
、
学

生
の
力
を
地
域
に
還
元
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。「
行
政
」
と

の
関
わ
り
で
は
、「
イ
ベ
ン
ト
等
の
協
力
や
共
同
開
催
」
も
五
割
弱

と
多
く
、「
施
設
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
と
の
関
わ
り
で
は
、「
正
課

の
授
業
で
講
師
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
の
協
力
」
も
三
割
を

超
え
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
学
生
に
直
接
的
に
結
び
つ
く
わ
け
で

は
な
い
が
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
を
展
開
す
る
た
め
に

間
接
的
で
重
要
な
活
動
と
い
え
る
。

「
⑶
資
源
提
供
活
動
」
は
、
活
動
ス
ペ
ー
ス
や
備
品
、
資
金
の
提
供
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な
ど
、
学
生
個
人
や
学
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
を
す
る
た

め
の
環
境
整
備
を
行
う
活
動
で
あ
る
。「
大
学
Ｖ
Ｃ
に
求
め
ら
れ
る

物
理
的
な
機
能
と
は
何
か
？
」
と
い
う
観
点
で
と
ら
え
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。
最
も
多
く
提
供
さ
れ
て
い
る
の
は
「
図
書
・
雑
誌
・

資
料
」
で
八
割
を
超
え
て
い
る
。
次
い
で
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
」、「
作
業
ス
ペ
ー
ス
」
が
六
割
。
な
お
、「
学
外
の
助
成
金
情
報
」

が
五
割
弱
、「
学
内
の
助
成
金
」
が
三
割
強
と
、
資
金
提
供
も
行
っ

て
い
る
大
学
Ｖ
Ｃ
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
三
つ
の
事
業
の
他
に
、
大
学
Ｖ
Ｃ
の
特
徴
的
な

事
業
と
し
て
「
⑸
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
・
運
営
活
動
（
五
二
・
三
％
）」

や
「
⑷
学
習
支
援
活
動
（
六
九
・
二
％
）」
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
わ
る
学
び
と
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
学
び
」「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
学
び
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加
を
通
じ
て
の
学
び
」
が
あ
る
が
、「
⑸
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
・

運
営
活
動
」
は
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
場
で
あ
る
。
実
施
割
合
は
、五
、

六
割
程
度
に
と
ど
ま
る
が
、
教
育
的
な
意
義
の
設
置
目
的
と
照
ら
し

合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
業
は
欠
か
せ
な
い
と
い
え
る
。

「
⑸
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
・
運
営
活
動
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

含
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
事
業
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
位

置
づ
け
（
正
課
・
課
外
）
や
「
事
前
事
後
学
習
の
有
無
」「
期
間
」

は
様
々
だ
っ
た
。「
活
動
」
を
軸
と
す
る
た
め
受
入
先
と
の
連
携
や

役
割
分
担
が
必
須
だ
が
、「
協
定
書
や
取
り
決
め
な
ど
の
書
類
」
の

有
無
は
ち
ょ
う
ど
半
数
に
わ
か
れ
た
。

地
域
や
受
入
先
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
む
こ

と
、大
学
や
学
生
の
事
情
の
み
を
優
先
し
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
、

活
動
の
ふ
り
か
え
り
や
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
く
る
こ
と
、
な
ど
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
は
、
大
学
Ｖ
Ｃ
が
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ

ハ
ウ
、
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
高
度
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

「
⑷
学
習
支
援
活
動
」
は
、「
啓
発
・
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
の

講
座
、
学
習
会
」
が
七
割
弱
、「
活
動
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
の
知

識
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ
講
座
、
学
習
会
」
が
六
割
弱
と
高
い
割
合
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
継
続
の
た
め
の
講
座
、

学
習
会
」
と
「
学
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
向
け
の
組
織
運
営
の
た
め

の
講
座
、
学
習
会
」
は
、
二
割
弱
と
少
な
い
。
活
動
を
通
し
て
、
社

会
に
あ
る
課
題
に
気
づ
き
・
発
見
す
る
こ
と
、
自
ら
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
な
ど
、
主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
な
組
み
立
て
や
内

容
が
求
め
ら
れ
る
。

大
学
Ｖ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
体
制�

―
職
種
や
雇
用
形
態
、
組
み
合
わ
せ
、
人
数
は
多
種
多
様

大
学
Ｖ
Ｃ
の
事
業
執
行
や
予
算
管
理
等
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
に
つ

い
て
は
、
三
つ
の
軸
で
概
観
し
た
い
。
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ま
ず
、
ス
タ
ッ
フ
の
職
種
別
で
は
、
教
員
、
事
務
職
員
、
専
門
職

員
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
の
三
種
が
あ
る
。
職
種
ご
と
に
雇
用
形

態
に
特
徴
が
あ
り
、
教
員
で
は
正
規
雇
用
で
、
Ｖ
Ｃ
業
務
は
兼
任
が

約
七
割
。
事
務
職
員
は
、
正
規
職
員
で
兼
任
が
四
割
で
、
部
署
の
異

動
に
よ
っ
て
大
学
Ｖ
Ｃ
に
着
任
す
る
場
合
も
あ
る
。
専
門
職
員
は
、

嘱
託
契
約
職
員
で
専
任
が
半
数
を
占
め
る
。
三
年
（
五
年
）
で
専
門

職
員
が
交
代
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
途
切
れ
、

セ
ン
タ
ー
の
財
産
と
し
て
蓄
積
さ
れ
に
く
い
課
題
が
以
前
よ
り
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
図
４
の
通
り
で
様
々
な
組
み
合

わ
せ
が
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
は
最
少
人
数
が
一
人
、
最
大
人
数

が
一
一
人
、
平
均
は
三
・
五
人
と
多
様
だ
。

教
職
員
以
外
で
、
学
生
が
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
教
職
員
と
の
協
働
で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｖ
Ｃ
の
ほ

か
、
学
生
が
主
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
Ｖ
Ｃ
で
は
、
組
織
の
意
思

決
定
、
日
常
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
全
て
を
学
生
が
担
っ
て
い

る
。

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み�

―
大
学
Ｖ
Ｃ
を
と
り
ま
く
課
題

（
特
）
ユ
ー
ス
ビ
ジ
ョ
ン
が
運
営
す
る
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

図４　教職員体制別割合
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ー
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
Ｖ
Ｃ
の
課
題
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
情
報

等
の
集
約
・
発
信
を
通
し
大
学
Ｖ
Ｃ
の
設
立
・
運
営
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
本
格
的
に
活
動
を
開
始
し
た
。

実
態
調
査
の
他
、
大
学
Ｖ
Ｃ
情
報
サ
イ
ト
「
大
学
Ｖ
Ｃ
情
報

W
eb

（http://w
w
w
.daigaku-vc.info/

）」
の
運
営
や
大
学
Ｖ
Ｃ

の
教
職
員
対
象
の
研
修
会
「
大
学
Ｖ
Ｃ
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
以
下
、

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
）」、
学
生
ス
タ
ッ
フ
対
象
の
合
宿
研
修
「
大
学
Ｖ

Ｃ
学
生
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
、
大
学
Ｖ
Ｃ
の
指
標
づ
く
り

を
試
み
た
「
大
学
Ｖ
Ｃ
自
己
評
価
ツ
ー
ル
」
の
研
究
開
発
な
ど
、
大

学
Ｖ
Ｃ
の
現
役
ス
タ
ッ
フ
や
研
究
者
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。

「
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
実
施
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
主
な
テ
ー
マ
は

表
１
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
大
学
Ｖ
Ｃ
を
と
り
ま
く
課
題
の

一
端
が
見
え
て
く
る
。

最
後
に
、
当
団
体
の
取
り
組
み
か
ら
見
え
て
き
た
大
学
Ｖ
Ｃ
の
課

題
に
つ
い
て
二
点
述
べ
た
い
。

一
点
目
に
、「
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
評
価
の
あ
り
方
」

で
あ
る
。
近
年
、
大
学
に
お
い
て
自
己
評
価
や
第
三
者
評
価
が
重
要

視
さ
れ
、
大
学
の
一
部
署
で
あ
る
大
学
Ｖ
Ｃ
も
同
様
に
評
価
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
何
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
、

表１「�大学ボランティアセンター全国フォーラム」の基調講演・分科会
テーマ（主なもの）

・��学生のボランティア活動支援の意義と展望～教育変革の動向と大学ＶＣ
のあり方～（基）

・��学生の学びと地域への貢献をつなぐ大学ＶＣの価値と果たすべき役割
（基）
・�大学ＶＣにおけるコーディネーション基礎講座（分）
・�学生の学びと成長を促す仕掛けづくり（分）
・�大学ＶＣ自己評価ツールを作成しよう（分）
・�大学ＶＣに求められる本物の『教育力』と『地域貢献力』（基）
・�大学ＶＣにおけるプログラム評価（分）
・��大学ＶＣスタッフの機能・役割とは？～私たちの専門性を私たち自身で
語ろう～（分）
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何
を
も
っ
て
成
果
と
す
る
の
か
、
単
な
る
量
的
な
面
だ
け
で
は
な
い

質
的
な
評
価
の
指
標
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

二
点
目
は
、「
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
の
明
確
化
、可
視
化
」
で
あ
る
。

大
学
Ｖ
Ｃ
の
活
動
の
成
果
は
、
そ
の
運
営
を
担
う
ス
タ
ッ
フ
の
働
き

如
何
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
現
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ

に
は
、
ど
ん
な
経
験
や
知
識
、
能
力
が
必
要
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
未
整
理
の
状
態
で
あ
る
。
今
後
、
大
学
Ｖ
Ｃ
の
取
り
組
み
が
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ

に
基
づ
く
採
用
や
配
置
、
育
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
ろ

う
。こ

れ
ら
の
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
は
、
大
学
Ｖ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
の
実

践
の
中
に
こ
そ
多
く
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
実
践
者
の
方
々
と
の
情
報

交
換
や
議
論
を
重
ね
、
当
団
体
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
追
い

か
け
て
い
き
た
い
。
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